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「四国�禮道指南」の相違について
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１ は じ め に
へん ろ

眞念が記した「四国邊路道指南」という書物によって，それに至るまで長い

期間に形成されてきた四国を巡る巡礼の信仰や習俗のあり方が文字としてまと

まった形をなした。文字化することによって一つの宗教的な巡礼の体系として

固定されたと考えている。同時にこの本はそれ以降の四国遍路の在り方をも一

つの方向にしばる働きをしたと考えている。この本に至るまでの四国遍路の実

態についてははなはだ不明確である。眞念以前の姿は文字に書かれたいくつか
へ じ

の記録の断片によって「辺地」と呼ばれる四国各地を遍歴する修行を行う僧侶

が平安から鎌倉時代にいたと考えられている（梁塵秘抄，今昔物語など）。し

かしその巡礼の内容については現在とは違う多様なものであったことが想像さ

れるが，つまびらかではない。主にその活動を主導したのは修行をもっぱらに

する聖や行人などの修行僧であったと想像されている。彼らの活動を支えた思

想的背景には，当時の日本に様々な形で流布していた種々の宗教思想や宗教習

俗が流れ込んでいたと筆者は考えている。例えば，原始神道や日本各地にあっ

たまじないやアニミズム，庶民儀礼のような思想，渡来した仏教，さらには渡

来した道教も形を変えて巡礼を行う思想の中に流れ込んだのではないかと筆者

は想像している。ここで取り上げる「四国邊路道指南」の原著者の眞念も頭陀

眞念（四国�禮霊場記第７巻巻末の記述）と自称し「斗�（四国�禮功徳記の

記述）」する修行僧であった。彼の中にも当時の宗教者と同じく，いくつもの
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宗教的な考えがあって，彼の行動，彼の思考を通して，彼が生きていた時代背

景の中で一つの形に結実したと考える。一番大きいのは仏教を基盤とし，それ

も弘法大師空海を尊敬する気持ちにつき動かされている同時代の宗教者の一つ

の典型的な形として，形成されたと考える。きっと眞念以前の巡礼者が四国で

考えたこと，四国遍路に先行して形成されていた西国三十三観音巡礼や，日本

全国を巡る六十六部回国巡礼などの宗教的考えの影響を受けながら集大成され

たと考える。その時代意識として形成されてきた四国遍路の思想を眞念という

僧侶が代表となり文字に記した。

この「四国邊路道指南」が四国遍路研究において重要な位置を占めているこ

とは多くの研究者が指摘し，これまでにいくつもの研究がある。

まず近藤喜博（１９７４）著「四国霊場記集別冊」をあげることができる。この

本の体裁は写真による実物の提示と，現代仮名遣い文の書き下し文，そして巻

末の解説となっている。テキストになった書籍は赤木文庫本と紹介されてい

る。赤木文庫は蔵書家，横山重氏（１８９６－１９８０）のコレクションである。横山

氏は貴重本を探し出し，校本を出版することを多くなした学者といわれてい

る。浄瑠璃本のコレクションは大阪大学図書館，中世稀覯本が慶応大学図書館

に買い取られ，現在所蔵されているが，ここに収録されているテキスト「四国

邊路道指南」が現在どこにあるのか，所在を探したが筆者には不明であった。

原本の発行年は貞享丁卯冬十一月宥弁眞念謹白という年号の書かれた「四国邊

路道指南」の最後の頁によって示される文言により出版年を特定している。

この近藤喜博（１９７４）「四国霊場記集別冊」には，その次に同じく写真複写

の「四国�禮道指南増補大成」が載せられている。この原本は明和四年に出版

され，岩村武勇氏の所蔵になる本と記されている。また解説の文中に岩村氏所

蔵の上記の本とは別の「四国邊路道指南」の写真頁が出てくる。岩村氏は多く

の「四国邊路道指南」をお持ちで，岩村氏所蔵の赤木文庫本「四国邊路道指南」

の異本があったことは確かであるが，岩村氏所蔵の本の現在の所在も筆者には

知ることができなかった。

また伊予史談会（１９８１）も「四国遍路記集」を出版し，簡単に見ることので
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きなかった江戸時代の四国遍路の文献の書き下し文による文献集を出版してい

る。この中に「四国邊路道指南」も納められている。ここに納められたテキス

トの所蔵先は明らかにされていないが，赤木文庫本とほぼ同じ内容を示してい

る。

さて本論文の目的であるが，古書店から筆者が入手した「四国�禮道指南」

が同じ貞享四年の発行年月を記しながら，まったく体裁が違う書物となってい

る。同じ出版年である「四国邊路道指南」の異本が存在することを巡って当時

の出版事情も考慮しながら，２つの本の間の中で，眞念の記述が揺れ動く様子

を考えながら，草創期の四国遍路道指南で，どのようにそれまでの四国遍路の

習俗が固定されていくのかを考察してみたいと考えている。

２ 「四国邊路道指南」と「四国�禮道指南」

両者のどこが違うかといえば，同じ貞享四年の発行年の記述を持ちながら，

まず本の体裁が大きく違っている。一方は１頁を６行で構成し，もう一方は１

頁を８行で構成している。以降，近藤喜博著「四国霊場記集別冊」に掲載され

た６行本を赤木文庫本と呼ぶことにする。今回比較対象とするもう一方の，８

行本を稲田本と呼ぶことにする。最初に気づくのが，両者の書名が違っている

ことである。題箋は共に失われているが，内題に書かれた，最も基本的である

と考えられる遍路の文字が違っている。赤木文庫本が現在多く使われる「四国

遍路」の旧字の「邊路」と「 路」を用いるのに対し，もう一方の稲田本は「�

禮」を「へんろ」の名として採用している（文中には邊路も使っているが）。

読み方はふりがなにより「へんろ」（例えば稲田本５７丁裏の�禮のルビ）と読ん

だものと思われる。両方の本に刊記はないのであるのが，最終頁に書かれた年

号どおりに解釈すれば，同じ年にまったく違う２種類の版木を用意し，印刷し，

製本して出版したと考えられる。本の内容は後述するように大部分の記述にお

いて同じである。江戸時代において四国遍路に関する書籍がこのように短期間

に相次いで２種類の類似書が出版されるであろうか，という疑問に突き当たる。

７
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どちらかの本が最初に出版され，それを受けて原稿の訂正がなされ，版木用

に清書され，そして彫刻して版木が作られ，刷り師により印刷され，製本され

て第２の本が出版されたと考えるのが穏当であろう。洪卓によって書かれた前

書きの部分で，出版に際しては，野口氏木屋半右衛門の浄財を受けて出版する

ことができたと記している。当初は篤志家の援助を受けて出版にこぎつけるこ

とができた出版物である。

３ ６行本「四国邊路道指南」の異本について

近藤喜博氏は「四国霊場記集別冊」の解説の部分で，６行本には未見の初版

本が存在し，さらに当書に紹介した赤木文庫本のほかに岩村武勇氏の所蔵する

異本があることを紹介している。赤木文庫本について，近藤喜博氏は『赤木文

庫本は題 と紺色裏表紙を欠き，本文第十九丁に一葉の欠丁がある（５０７p）』，

未見の初版本を加えて３種類の６行本が存在することを挙げられているが，岩

村コレクションも所在がわからず，その内容は近藤喜博氏の紹介文と何枚か示

された頁の写真で知るしかない。赤木文庫コレクションと岩村コレクションの

「四国邊路道指南」本では赤木文庫本が古いと判定されている。その理由とし

て『岩村本には補刻・改訂補刻・追刻といった箇所が随所に見られ』る，と記

している。

６行本に関しては，筆者の調査によると，もう一冊，瀬戸内海歴史民俗資料

館に蔵書される一冊がある。赤木文庫本とも相違する点がある。この本はあま

り改変が加えられていなくて，本として出版当時の姿を多くとどめている。

４ ８行本の「四国�禮道指南」の異本について

一方８行本はここでは稲田本と称するが，稲田本と，まったく同じテキスト

が香川県さぬき市前山おへんろ交流サロンに所蔵されている。ただしおへんろ

交流サロンの本は新しい表紙に付け替えられ，綴じ直されている。さらに東北

大学図書館に所蔵される８行本の「四国�禮道指南」（狩野文庫）は，稲田本

に対して，１枚の版木において記述の内容が変更されている類似本である。８
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行本については稲田本と東北大学本の２種類の異本が存在することを確認して

いる。また早稲田大学図書館にも８行本が所蔵されている。最初の数頁と最後

の裏表紙が欠損しており，途中に欠損のため手書きで加えられた頁もあるが，

これらの点を除けば早稲田大学本は稲田本と酷似している。詳細な比較はでき

ていないが，稲田本と同本である可能性が高いと考えている。

近藤喜博氏は８行本についてその存在をご存じで，以下のように解説されて

いる（５２２p）。『四国�禮道指南（別版本），版本１冊，タテ１５．８cm，ヨコ１１．１
はなだ

cm，貞享四年版による改篇本。縹色表紙，見返し真如親王式弘法大師御影。

因みに『道指南』による道しるべは諸版一貫して御影を巻首に，序に遍路姿を

掲げている』と述べられ，ついで本の構成である丁符の記述に移り，序に続い

て，第七丁表から本文で，最後の丁符が百丁とすると述べている。そして実枚

数が赤木文庫本より４９枚減じていることより，赤木文庫本に比べて内容が省

略されていると述べている。この本は「四国邊路道指南」の改編省略の改刻本

であるとしている。この点については六行と八行の行数の相違に触れていない

ことより，内容が減じているかどうか，本論文で論じるところである。

５ 赤木文庫本と稲田本の相違点

まず表紙と，本の綴じ方に関する丁符について最初に述べる。本章では主に

赤木文庫本（６行本）と稲田本（８行本）の比較を行う。まず本の体裁の点か

ら述べる。表紙に関しては，赤木文庫本より，出版当時の本の形式が残ってい

る，瀬戸内海歴史民俗資料館所蔵の６行本と稲田本の８行本とを比較する。瀬

戸内海歴史民俗資料館所蔵本の表紙の色は紺色であり，表紙の大きさはタテ
はなだ

１５．６cm×ヨコ１０．６cmである。一方稲田本は表紙の色は縹色である。大きさ

は１５．３cm×１０．９cmである。ほぼ同じサイズの本であるといってもよい。厚

さは瀬戸内海歴史民俗資料館の本の方がかなり厚い。西洋本の頁にあたる丁符

が赤木文庫本で序の部分と本論にあたる部分が別順の丁符がつけられ，序と本

論が同じ一丁から始まるのに対し，稲田本では全編が一から始まる通しの丁符

となっている。
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そして，稲田本では最初の頁に二丁と書かれた紙が綴じられ，次に一丁がき

ている。内容から判断すると綴じ間違いである。同じく稲田本では五丁と六丁

は五六丁という符号で一枚になっている。同じく廾九卅丁が一枚にすられてい

る。同様に四六四七丁も一枚になっている。六三六四丁も同様である。で最後

の丁符が百丁である。全部で９６枚の紙片が綴じ込まれている。本論では一枚

の紙に刷られた頁の表記を一丁右，一丁左という表記ではなく，一丁表，一丁

裏という表記で一丁の頁の前後を示すことにする。

すでに述べたように稲田本では１番から順に丁符がつけられているが，赤木

文庫本では序の部分と本論の部分で丁符の数字が分けられている。赤木文庫本

の書誌学上の特徴を喜代吉榮徳氏の論文を引用する形であげる。『三丁左まで

高野山奥院護摩堂の本樹軒主洪卓による序があり続いて，眞念著の旅の総論が

九丁右まで続く。前書きは又九丁左までで，前書きの最後に遍路の絵と版木屋

の名前が載る。続いて本篇が四国遍路道指南全という内題のもとに，一丁から

始まる』。一方稲田本は通し番号で最初から一連の丁番号がつけられている。

赤木文庫本の特徴として，又○丁という形で同じ数字が重ねられる箇所があ

る。又○丁があるのは，九丁，三六丁，五四丁，五九丁，八六丁，百八丁，の

６枚の版木分である。一九丁表には２行分のスペースに小さい字による３行が

追加され一頁が７行となる。埋め木により版が改められることを想像する。こ

のことを近藤喜博氏は赤木文庫本へと改変する前の初版本があったことを推測

する理由の一つにしている。赤木文庫本の又○丁という丁符の付け方は当時の

出版において異常なことなのかどうか，現在の筆者にはよくわからないところ

であるが，近藤喜博氏は又○丁が付け加える前の初版本があったと考えられて

いる。ただし文を，順を追って読んでいく読者には又○丁がないと意味が不明

になる。これを補うためには近藤喜博氏の考える初版本は前後を含めて文の書

き換えられたテキストが存在することになる。又○丁が付け加えられた事情は

当時の出版の事情からしてどういうプロセスから生じたのか，これも知りたい

ところである。

赤木文庫本の又○丁という丁符について，筆者の想像を述べる。全体に何カ
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所か仮の丁符を決めて，版を作る作業を同時並行的に進めたのではないかと想

像した。全体ができあがった時点で，丁符が合わなくなりそれが又○丁という

丁符を作ることにつながったのではないかと筆者は想像する。近藤氏は最初に

できあがった初版があり，改版を作る段階で又○丁の丁符になったと考えてお

られる。丁符の数字だけであれば埋木等で簡単に修正できるのではないかとい

う反論もすぐ浮かぶのであるが。江戸時代の和本の出版事情を調べるうちに筆

者にもわかってくる問題であると考えている。

８行で書く稲田本の書誌的特徴をあげると，前にも述べたように最初が二丁

表から始まる。文の通りからすると，二丁と一丁との綴じ間違いとなってい

る。赤木文庫本にある又○丁という紙片はない。赤木文庫本とは逆に稲田本で

は，一つの紙に２丁分の丁符をもつ丁符がある。五六丁，廾九卅丁，四十六七

丁，六十三四丁，の版木４枚分である。これらは赤木文庫本では全て挿絵が入

れられている頁に当たる。当初挿絵の版を作る予定で丁符の番号を割り当てて

いたものを，後で挿絵を作成しない決定をしたため，丁符の数字を重ねたので

はないかと筆者は想像する。省略された絵は，赤木文庫本で６人いる巡礼のう

ち荷を担ぐ巡礼を含む３人の巡礼の絵，母川で大師が女より慈悲水を授けられ

る図，横浪三里を船で渡る遍路の図，三坂峠より松山城下を見下ろす図であ

る。しかし挿図は最初の３人の遍路の図が１頁分であることを除いて，残りが

２頁に当たるため，これが１丁分の版木にあたり，削除しやすかったのではな

いかと想像する。

綴じ方に関して，丁符は一六・一七と順番通りに綴じられているが，文章の

内容は逆に一七・一六の順番になっている丁がある。版木の丁符のつけ間違い

である。これは東北大本（狩野文庫）も同じようになっている。丁符の付け方

の初歩的な間違いであるといえる。東北大本（狩野文庫）とは，七丁の版木の

一部をどちらかが修正している。現時点ではどちらがオリジナルな形であった

かを想像できない。

では以下の表１に赤木文庫本と稲田本の内容の違いを示す。

１１
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番号 赤木文庫本 丁 稲田本 丁

１ 四国邊路道指南序 １丁表 四国�禮道指南序 １丁表

２
ハルカ

沓に人家なくして １丁表
ハルカ

沓に人家なふして １丁表

３ 四国�禮霊場記全部四巻 ４丁裏 四国�禮霊場記全部七巻 ３丁表

４
オサ ト

此道しるべの中には納め取りこと
の外，

４丁裏
オガミショ

此道しるべの中には拝 所ことの
外，

３丁表

５ 記載なし ５丁表 道ののりもいひつたえのまゝ遠き
もちかきも有

３丁表

６ 奉納四國中邊路同行二人 ５丁裏 �禮四國中霊場同行二人 ３丁裏

７ 一 此道指南�霊場記うけらるべ
き所ハ △大坂心斎橋北久太郎町
本屋平兵衛△同所江戸堀阿波屋勘
右衛門△阿州徳島新町信濃屋理右
衛門△讃州丸亀塩飽町鍋屋伊兵衛
△豫州宇和島満願寺 此満願寺八
十八ヶの中にはあらずといへど
も，大師草創の梵宮にて，往昔は
大伽藍なりしが，破壊年久しく尽
るになんなんとす。今出す所の霊
場記，道しるべ両通の料物をあつ
め，彼寺九牛が一毛修理せむ事，
それがし惣天の別願なり。 南無
大師遍照金剛 眞念敬白

８丁表 此本の中に宿ほどこす衆書付たる
所少々これ有是ハ某数度�礼の時
日くれ宿なき時ハ難儀に及びしに
より心ざしの人をすゝめ諸�礼に
もかくあらんと書付し處より人に
より定かたる宿のやうに心なし衆
も有へけれども宿にも用事差合の
節ハ�禮の人料簡て有事也
一 両所への渡海男壱人女壱人の
りあひふ成男女共ニ壱人もふ成候

５・６丁表

８ 仏像文字共 大坂久太郎町 心斎
橋筋版木屋 五郎右衛門刊之 �
邊路札有

又９丁裏 表記場所の移動（遍路札の書き方
に続いて書かれている）

３丁裏

９ 江戸堀阿波屋勘左衛門方 １丁表 堂嶋玉江橋阿波屋勘左衛門方 ７丁表

１０ 白銀弐匁 １丁表 銀弐匁 ７丁表

１１ 記載なし １丁表 大坂�下り�礼宿徳嶋内町魚棚橋
屋一右衛門

７丁表

１２ 同所より讃�丸亀へ渡海ハ １丁裏 同所より讃�丸亀志度高松へ渡海
ハ

７丁表

１３ 立売堀丸亀屋又右衛門同籐右衛門 １丁裏 北堀江壱丁目田嶋屋伝兵衛 ７丁表

１４ 右ハ大坂より両所へ渡海の次第但
し他国よりハ其所々にて渡海の次
第可相尋

１丁裏 右ハ大坂より両所へ渡海の次第宗
旨手形ハ証明の人あれハ生玉新蔵
院�いださる礼物ハいらず

７丁裏

１５ 次第なり ２丁表
イワ ル

次第と云傳 ７丁裏

１６ ○西をゑ村 １２丁裏 ○をゑ村 １５丁表

１７ しでやさんづのなんじよありなば １４丁裏 しでやさんづのなんじよありとも １７丁裏

１８ 記述なし １５丁裏 ぜんじやう有 １６丁表

１９ ○ひの野村 １５丁裏 ○ひろ野村 １６丁表

２０ 記載なし １６丁裏 おくのいん有 １６丁裏

２１ とろやぶといふ竹 ２１丁表 くろやぶといふ竹 ２１丁表

２２ 西のすまひ ２１丁裏 西のすまゐ ２１丁裏

２３ たてえ村石橋八つ， ２１丁裏 たてえ村石橋九つ， ２１丁裏

２４ 三角のいわほ有 ２３丁表 三角のいはかあり ２２丁表

表１ 赤木文庫本と稲田本の相違点

－12－ 香川大学経済論叢 １２



２５ くわんじやうの瀧又ハ不動のたき
共いふ

２５丁裏 くわんじやうの瀧又ハ不動の滝と
もいふ

２３丁裏

２６ ○たなご村 ２７丁裏 ○たなの村 ２４丁裏

２７ ししん文殊ハ守護 ２９丁表 しやしんもんぢハ守護 ２５丁裏

２８ ○だい村とまごえ坂○きゝ浦清右
衛門宿をかす

３１丁表 ○たい村とまごえ坂○きゝ浦清右
衛門宿を○す

２６丁裏

２９ 八坂々中八はま〃中あり ３２丁裏 八坂々中八はまはま中あり ２８丁表

３０ 行基ほさちさばといふ ３３丁裏 行基ほさつさばといふ ２８丁表

３１ 女の申けるハ尤陽月 ３７丁表 女の申けるハ光陽月 ３１丁裏

３２ 幸に今日わがはゝきゞ ３７丁表 幸に今日わがはゝきミ ３１丁裏

３３ 此間に小坂有 ３９丁表 此間に坂有 ３２丁裏

３４ ○さきのはまうらの手 ３９丁裏 ○さきのはまうらのね ３３丁表

３５ ○きらかわ村 ４５丁表 ○きらかハ村 ３６丁裏

３６ たとひ有とも ４６丁表 たとひありとも ３７丁表

３７ ○いは松村。松本村 ５０丁表 ○いは松村松本村 ３９丁表

３８ ○にしもろき村．山はなにしるし
石，次に川わたり瀬，所の人にた
つねらるべし，大水のときハ河上
に舟わたしあり

５５丁裏 ○にしもろき村次川有 ４３丁裏

３９ たつミ村あがわ郡秋山村 ５６丁表 タツミ村あがわ郡 ４３丁裏

４０ 記載なし ５６丁表 本尊図像 座四尺六寸 本尊薬師
漢上人作

４４丁表

４１ 是より清瀧寺�（本来青龍寺） ５７丁裏 是より清滝寺�（本来青龍寺） ４５丁表

４２ 記載なし ５７丁裏 ○宇佐坂 ４５丁表

４３ ○つかち村○うさ村 ５８丁表 ○つかち村○宇佐坂○うさ村 ４５丁表

４４ あわれをハあふかん ６０丁表 あわれをハいかにあふかん ４６・４７丁裏

４５ 国主造営の宮朱門彩風景もよし ６１丁裏 国守造営の宮朱門彩瓦景もよし ４８丁表

４６ 其外こころざしある人有 ６３丁表 其外志ある人有 ４９丁表

４７ 東向幡多郡ミやうち村 ６３丁裏 東向高岡郡ミやうち村 ４９丁裏

４８ 此在所惣ミやう仁井田村 ６３丁裏 此在所惣名仁井田村 ４９丁裏

４９ ○ふばわら村 ６５丁表 ○ふはすら村 ５０丁裏

５０
シオ ヒ

塩干の時ハ ６６丁表
シオ ヒ

汐干の時ハ ５１丁表

５１ ミち塩の時ハ ６６丁表 ミち汐の時ハ ５１丁表

５２ 月さんかける時ハ荷物もち行 ６７丁表 月さんへかける時ハ荷物もち行此
月山はあしずり�九里有，本尊三
ヶ月なりの石，いはれ有たく御堂
なし。あしずり�この間の道中，
しミづうら入海渡し有。ましの浦
のびわばこいし。ミさきのうち。
たゑまといふ所に田つくしのいそ
べとて。ごんごにつきせぬ。けい
き岩くく目をおどろかす所也。お
月よりてら山�七里半此間ひめの
ゐ村庄屋�兵衛並に村中より諸邊
路のためすぐ道をつける又あらせ
に霊げんの地蔵まします。

５１丁裏
５２丁表
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５３ この庵にて尋らるへし ６７丁裏 眞念庵にて尋らるへし ５２丁表

５４ ○くもヽ村山道○おつき村此間海
邊行，過山路○いぶり村

６８丁表 ○くもヽ村山道○おかき村此間海
邊行，過山路○いぶり村

５２丁裏

５５ 是より寺山�十二里 ６９丁表 是より寺山�十三里 ５３丁表

５６ 但大水の時左よし，ゑの村川有， ６９丁裏 但大水の時ハ左へ，つねハゑの村
川有，

５３丁裏

５７ まひる我身をたすけましませ ７０丁表 まハる我身をたすけましませ ５４丁表

５８ ぴりようかしま ７１丁表 ひりやうかしま ５４丁裏

５９ さゝ山越かんじさい� ７３丁裏 さゝ山越観自在� ５６丁表

６０
カノ クダン

彼寺をしゆりせん事眞念念願 序
のことし

７６丁表
カノ

彼寺をしゆりせん事眞念念願 ５７丁裏

６１
カノ

彼寺をしゆりせん事眞念念願序の
ごとし△四国�禮霊場記 四巻△
四国邊路道しるべ 全

７６丁表
カノ

彼寺をしゆりせん事眞念念願△四
国�禮霊場記△四国邊路道しるべ
全

５７丁裏

６２ むた村 ７７丁裏 むでん村 ５８丁裏

６３ あけいし寺�三里， ７９丁表 明石寺�三里， ５９丁表

６４ ○下村町。○わかミや村 ８０丁表 次二ばい人町。○わかミや村 ６０丁裏

６５ 其人のよめるとて歌ににたる事有 ８２丁表 其人のよめるとて ６１丁表

６６ ○梅津村薬師堂 ８２丁裏 ○梅津村薬師堂かひのくにしふ白
五左衛門こんりう庄屋喜三宿かす

６１丁裏

６７ 調物自由也 ９３丁表 橋本屋与三右宿かし，おぐら屋作
右，邊路屋有

６１丁裏

６８ 此間峯の堂坂峠 ８４丁表 此間たうのミね坂峠 ６２丁裏

６９ ○はた野川すみよし大明神 ８４丁表 ○はた野川住吉大明神 ６２丁裏

７０ ○ゆかの村 ８５丁裏 ○ゆこの村 ６３・６４丁表

７１ 駿河の山のおとし，ごゞ嶋しま山 ８６丁表 駿河の山のおとし，ず嶋しま山 ６３・６４丁裏

７２ 出船つり船やれく扨先たばこ一ふ
くで

８６丁裏 出船つり船邊路のうきをはたす ６３・６４丁裏

７３ 堂ハ此村の長右衛門こんりうして 又８６丁裏 堂ハ此村の長右衛門建立して ６３・６４丁裏

７４ うくるくハうくハむくひならまし ８７丁裏 うくるくハらくハむくひならまし ６５丁裏

７５
ウ セン

一 繁多寺平地西向温泉郡 ９０丁裏 一 五十〃繁多寺平地西向温泉郡 ６７丁表

７６ 万こそはんた成ともをこたらす ９１丁表 よろつこそはんたなりともをこた
らす

６７丁裏

７７ 石手寺うしろ山東向温泉郡石手村 ９１丁表 石手寺後山東向温泉郡石手村 ６７丁裏

７８ 西方をよそとは見まじ安養の ９１丁裏 西方をよそとは見まじ安寿の ６７丁裏

７９ 河野の古城湯月となつく ９２丁表 河野の古城湯月とりつく ６８丁表

８０ 第四ハやうじやう湯とて男女へだ
てなく

９３丁表 第四ハ養生湯とて男女へだてなく ６９丁表

８１ ゆげたのうた ９４丁裏 井けたのうた ６９丁表

８２ 爰町 ９４丁表 爰に町 ６９丁裏

８３ ○是より延命寺�九里ほり江村過
て○あはゐ坂やなぎはら村，町有
○ほうてう村

９７丁表 村○大谷村長右衛門宿かす○あは
ゐ坂○かのミて村三右衛門宿かす
○柳はら村村過てあはゐ坂○柳は
ら村町有○ほうてう村町中

７１丁表
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８４ 行てたちミ坂○たね村○さがた村
小川沢町有

９８丁表 行てたちは坂○たね村○さがた村
小川次町有

７１丁裏

８５ ○ながさか村 １０３丁表 ○ながさハ村 ７５丁表

８６ 今ハ大明神がハうより右へ １０３丁裏 今ハ大明神河原より右へ ７５丁裏

８７ 縦横にミねや １０５丁表 たてよこにミねや ７６丁裏

８８ いしつち山の前札所鉄（てつ）の
とりゐ有

１０５丁表 いしつち山のくろかミのとりゐ有 ７６丁裏

８９ ぜんぢやうする事なし。それ故，
前神寺という

１０５丁裏 ぜんぢやうする事なし ７６丁裏

９０ 小まつの町 １０７丁表 小まつの町城下ニ有 ７７丁裏

９１ これきちじやうをのそミいのれよ １０７丁裏 ミなきちじやうをのそミいのれよ ７８丁表

９２ だんといふ所 １０８丁表 たんといふ所 ７８丁表

９３ ○小ばやし村 １０９丁裏 ○小林村与三右衛門宿かす ７９丁裏

９４ ○くぢゃう村与右衛門宿かす １０９丁裏 ○くでう村与右衛門宿かす ７９丁裏

９５ ○大師堂有○なかの庄村○中そね
村

１０９丁裏 ○利兵衛宿かす大師堂有中そね村 ７９丁裏

９６ かしは村○たきのミや村 １０９丁裏 ○たきのミや村 ７９丁裏

９７ ○よこをお村三角�坂， １１０丁表 ○よこをお村三角�坂，中曽根村
今村孫兵衛庭中に奇石あり新寶と
名つく禅宗南山隻の詠有

８０丁表

９８ おそろしや三ツの角にも入ならハ １１０丁裏 おそろしや三の角にも入ならハ ８０丁表

９９ 是�雲邊寺まて五里，右二十ヶ所
豫州分

１１０丁裏 是�雲邊寺まて五里，右二十六ヶ
所伊豫分

８０丁裏

１００ 極楽はよもみもあらし此寺の １１丁表 極楽はよもにもあらし此寺の ８０丁裏

１０１ しけきをおそれりやくす也 １１１丁表 しけきをおそれ略す ８１丁表

１０２ 過て一昼村，それより平山村へ出
る。（過ぎてのルビに大くぼと書く）

１１１丁裏 過て大久保，一昼村，それより平
山へ出る。

８１丁表

１０３ 寺の下�左へ行○今川村○内野ヽ
村，

１１１丁裏 寺の下�左へ行○金川村○内野ヽ
村，

８１丁表

１０４ ○はんた村くハん音堂○りやうけ
村

１１１丁裏 ○はんた村観音堂○りやうけ村 ８１丁表

１０５ ○ねきのお村ゆきて坂有 １１２丁表 ○ねきのお村太左衛門宿かす坂有 ８１丁表

１０６ 是�雲邊寺�二里阿州の分 １１２丁表 是�雲邊寺�二里阿� ８１丁裏

１０７ 記載なし １１２丁裏 ○坂中ニ御作ノ泉有 ８１丁裏

１０８ 月日をいまはふもとにそ見る １１２丁裏 月日をいまはふもとけにそ見る ８１丁裏

１０９ 此間のら○�村文右衛門九十郎や
どかす

１１３丁裏 此間野原○�村文右衛門九十郎八
右衛門宿借ス

８２丁表

１１０ 琴引き�さか １１４丁裏 琴引き�坂三町 ８３丁表

１１１ ○よしをか村 １１６丁裏 ○よしをか村過て川有，本山村 ８４丁表

１１２ 景気もよし然とも邊路宿ふ自由な
り

１１６丁裏 景風もよし然とも邊路宿ふ自由な
り

８４丁裏

１１３ 記載なし １１７丁表 おくのいん有 ８４丁裏

１１４ ○大見村大師堂 １１７丁裏 ○大見村大師堂太良衛門宿かす ８５丁表

１１５ ○上吉田村○下吉田村 １２３丁表 ○善通寺直に行ハ上吉田村○下吉
田村○金倉寺村

８８丁裏
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１１６ しゅとく天皇�一里半○うたつ町 １２６丁表 崇徳天皇�一里半○うたつ村 ９０丁表

１１７ 塩釜ありなミ松，野沢の水霊水， １２６丁表 塩釜あり並松，野沢の水霊水， ９０丁表

１１８ 記載なし １２６丁裏 正面ハちんじゆひたり札所 ９０丁裏

１１９ 国分村 １２７丁裏 国分村此所に平四郎忠三郎宿かし ９１丁表

１２０ 谷川有 １２８丁表 谷川有，平四郎忠三郎宿かす ９１丁裏

１２１ 一宮�二里半しるし石有 １２２丁表 一宮�二里半標石有 ９３丁裏

１２２ 八十四〃やしま寺山上堂はミなミ
むきやまだ郡やしま

１２４丁裏 八十四〃屋嶋寺山上堂ハ南向八幡
郡八嶋

９４丁表

１２３ やくり寺�一里有 １２５丁裏 薬師寺�一里有 ９５丁表

１２４ 古の五輪塔も有。後小松の御宇，
崇徳元年四月五日に，奥州より佐
藤氏族のしゃもん空信，此はか詣
来て，回向のまことをつくし，いた
はしや君の命をつきのふか印の石
は苔ころもきて，とよまれけれハ，
そとは動揺して，をしむともよも
今�ハながらへじ，身をすてゝこ
そ名をハ次信と，はかの中にこゑ
しけるよし，屋島軍ゑんきに見え
たり，それより先帝女院幸行の内
裏の跡有。此の所を壇となつけ

１２６丁表
１２６丁裏

古の五輪塔も有。なつけ ９５丁裏

１２５ とそつの浄土そのまゝ月 １２９丁裏 とそつの浄土そのまゝの月 ９７丁表

１２６ あし曳の山鳥のをの長尾枕（ルビ
にてら）

１４２丁表 あし曳の山鳥のをの長尾てら ９７丁裏

１２７ 経坂ともいふ。 １４２丁裏 経座ともいふ。 ９８丁表

１２８ 四箇国総（すべて）八十八箇内二
十三箇所 阿州道法五十七里半三
町四十八町一里 同一十六箇所
土州道法九十一里半五十町一里
同二十六箇所 予州道法百十九里
半三十六町一里 同二十三箇所
讃岐道法三十六里五町三十六町一
里道○都三百四里半 大師御辺路
の道法は四百八十八里といひつた
ふ。往古は横堂のこりなくおがミ
めぐり給ひ，険阻をしのぎ，谷ふ
かきくづ屋まで乞食と乞食に乞食
なさせたまひしが

１４３丁表
１４３丁裏
１４４丁表

四箇国総（すべて）八十八箇 谷
ふかきくつ屋�乞食なさせたまひ
しが

９９丁表

１２９ 高衲いにしへに徘徊し １４３丁裏 高納いにしへに徘徊し ９９丁裏

１３０
ソレガシガシ

某 甲其流に浴する年年久し １４４丁裏
ソレガシ

某卑其流に浴する年年久し １００丁表

１３１
コ

巡礼かずたびして一まくりの反古
イダ

を懐く
１４５丁表 巡礼かずたびして一まくりの反語

イダ

を懐く
１００丁表

１３２ さがなき道法 １４５丁表 さがなき道のり １００丁裏

１３３ 梓工傭銀喜捨 大坂西浜町野口氏
木屋半右衛門 本願主仝所寺島
宥弁眞念房 本出ス所 大坂北久
太郎町心斎橋筋 本屋平兵衛

１４６丁表
１４６丁裏

記載なし 裏表紙丁表
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６ 赤木文庫本と稲田本と相違点に関する考察

相違点は表１から幾つかのトピックを取り上げながら，表中の番号を示しな

がら表現の変化を述べることにする。ただしこの表の中では相違点としてとり

あげているが，表記上の言葉遣いや漢字表記の相違点はよくある変更として大

きな意味を持たないと考えている。

� 赤木文庫本と稲田本の新旧について

先に引用したように近藤喜博氏は赤木文庫本が古くて８行本（例えば稲田本）

は新しい改編省略の改刻本であるという。以下の点で新旧に関しては近藤喜博

氏の主張が正しいと考える。表１の番号３の記述では，四国�禮霊場記が全巻

４巻と７巻の相違がある。「四国�禮霊場記」は４年後の元禄二（１６８９）年に

出版される。正しくは７冊の本として出版される。この記述の差は「四国�禮

霊場記」が出版計画されていた時点と，出版された後の時点の違いなのではな

いかと考える。故に正しい数字を掲げる稲田本が新しいと考える。次に前にも

述べた，挿図に関する丁符の付け方の問題で，最初あった絵の版木を削除した

ため五六丁，廾九卅丁，四十六七丁，六十三四丁，の１枚で２枚分の丁符をも

つ稲田本の紙片が生まれたと考える。文字で埋められた版木の創作に比べて絵

の版木を作ることは労力や資金がいったのではないかと想像する。最初にあっ

た図が省かれた丁符となった稲田本の方が後に作られたと考える。また丁符の

付け方も最初から通し番号で進めることができたのも現物を前にした修正で

あったから，より容易だったのではないかと考える。

１３４ 記載なし 阿波徳嶋�渡海 四ツ橋すミや町
油屋善左衛門 同町阿波屋十兵衛
右阿波屋勘左衛門，日前ニ切手出
シ申候 讃岐ヘ渡海ノ時ハ北堀江
壱丁目田嶋屋伊兵衛�切手出シ申
候 貞享の版磨滅して文字ふ分明
たりより今後梓をあらたむるもの
也

裏表紙丁表

１７
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では後年出版されたと考える稲田本が，なぜ同じ貞享四年の出版年を用いた

のであろうか。この貞享四年は弘法大師八百五十年遠忌に当たる（近藤４９７p）

メモリアルイヤーであった。四国遍路に弘法大師の巡礼の姿を重ねて考えたい

気持ちを持つ眞念，洪卓らにとってこの年号は重要であったと考える。それゆ

え後年の出版であっても貞享四年の出版の年を用いたかったと考える。またこ

の年を提示されて，読者には弘法大師没後，８５０年経過した年の意味が人々に

分かっていた時代背景があると考える。その点ではまだ貞享四年が弘法大師の

八百五十年遠忌であることの記憶や興奮が人々に残っている時代に，この改版

された８行本が出版されたのではないかと想像する。現代の私たちの感覚では

５年もするとメモリアルイヤーは忘れられるように考えるが，この時代にあっ

ても弘法大師ご遠忌から１０年以内くらいの出版ではないかと想像する。

近藤氏は「四国霊場記集別冊」（５２４p）に『この別冊本は元禄十年の手鑑本

の存在も考えて，貞享四年から三十年位後かとも推測してみる。しかし正確に

は把握出来ない。ただこの別版本巻末識語によって，貞享版道指南（改訂増補

版もふくめて）が道俗の遍路たちに長期に利用されていた事情を知ると共に，

その反面解釈として四国に出かける遍路の意外に大量であったと推測してをい

た。』と書かれている。筆者は上に書いた理由と，この本の作成には眞念の意

思が隅々まで及んでいる（後述）という理由で，近藤氏よりは早い時期の改版

を想像している。

� 遍路の呼称「遍路」と「�禮」，そして遍路札について

現在私たちにとって使い慣れた文字の遍路が稲田本では「�禮」と書かれて

いる（番号１）。文中のふりがなより「へんろ」とよばれていたことは確かな

のであろうが，あてられる漢字が違っている。�禮と書くには，雲石堂寂本の

所見が大きな比重を占めていたとの近藤氏の指摘がある（５０７p）。字面から信

仰的高揚を心がけたのがこの字を用いた理由であるとしている。�の意味は，

あまねし，広く行き渡っている。あまねくへめぐるのに対し，遍はあまねし，

始めから終わりまでや，すみずみまでの意を持つ。遍と�は同じと諸橋轍次「新
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漢和辞典」は表記している。路が道やてづる，方法を意味するのに対し，禮は

人のふみ行うべきのり，心の中に敬意を抱いてそれを行動として外に表すみち

という意味や，国家社会の秩序を維持する組織やおきてという意味をあげてい

る。寂本は「へんろ」にあちこちとどこまでも広く道を行く人というよりも，

すみずみまで人の行うべきのりを求める人としての「へんろ」を想定し，�禮

の漢字で表現しようとしたのであろうか。この後に眞念が関わって出版する書

物においても「�禮」の文字が「へんろ」を表す表現として使われる。眞念も

�禮に傾倒したのであれば，�禮の文字に中に遍路の行うべき修行を見たのか

もしれない。�禮が一般的な表記として採用されずに現代では最初の遍路の字

に復帰している。このあたりの経緯もいつ頃からどのようにして最初の眞念の

表記に戻っていくのか今後の考察となると考えられる。

番号６では遍路の持つ「遍路札」の書き方が違っている。赤木文庫本が「奉

納四國中邊路同行二人」であるのに対し，稲田本は「�禮四國中霊場同行二人」

となっている。邊路の字の書き方を�禮に変えたことに伴い四国の霊場を回る

ことを意識した表現である。しかし一方で眞念においてさえ，遍路札の書き方

がまだ定まっていなかったのかという驚きはある。

現代の私たちが持つ多くの遍路札は「奉納八十八ヶ所霊場順拝同行二人」で

あることを考えれば，私たちの遍路札の言葉の並び方は赤木文庫本の書き方に

やや近いような気がする。

� 大坂の人名の相違と航路

序の部分で遍路の心構えを説き，遍路の全体を解説している。その中で遍路

を支える人，また大坂で遍路の世話をする人が二つの本で違っている。表の番

号７，８，９，１３，１４，１３３，１３４である。７ではこの「四国邊路道指南」を

受けとることのできる所が，赤木文庫本で列挙されている。８では版木屋五郎

右衛門の名が一頁の中央に書かれているが，稲田本では三丁裏の末尾に遍路札

の書き方に続けて書かれている。その代わりに，同じ箇所には，眞念が遍路の

ために宿を開拓したことを記している。また１４では生玉新蔵院が宗旨手形を

１９
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作ってくれることを示している。宗旨手形がどのように遍路の巡礼に使われた

のかはよく分からないが，必要であったことは確かである。逆に言うと大坂ま

で来る道中では宗旨手形は必要なかったとも読むことができる。

１３３では巻末に当たり，出版の費用を寄付してくれた木屋半右衛門の名前を

あげているが，稲田本では省略されている。稲田本の１３４に書かれている地名

と人名は船宿であろうか。明確には書かれていないが，赤木文庫本は番号７に

書かれた各所で配布され，稲田本ではそのことは全く空白になっている。稲田

本は販売されていたのではないかという相違が想像がなされる。木屋半右衛門

の善意により出版にこぎ着けた「四国邊路道指南」が販売されたのか，希望者

に頒布したのかという点についても考える必要がある。両方の「道指南」の文

中にこの代金で宇和島近くの満願寺を復興したいという希望を眞念が述べてい

ることより，赤木文庫本も代金を徴収していた可能性も考えられる。稲田本の

最後に貞享の版が摩滅して読みづらくなっているので，新しい版木の作成を宣

言している。これらの本がよく売れたことを示している。１３４の中の一語を本

論文では今後と読んだが，近藤喜博氏は今復と読んでいる。新しい版を作成す

るのが，今後なのか，今なのかという稲田本の出版の時期の判定にも及ぶ議論

である。

１０，１１，１２は大坂から阿波と讃岐に渡る航路の変化を示している。讃岐に

ついては上陸地が丸亀である赤木文庫本と，丸亀志度高松が上陸地である稲田

本の相違がある。四国へ渡る遍路の多くは金比羅参詣の船に同乗したものと考

えられているが，志度と高松へ上陸するためにはそれぞれの地へ渡船があった

ことを推測させる。稲田本と東北大本（狩野文庫）もこの点が違い，東北大本

では上陸地が丸亀のみになっている。また大阪で遍路が情報を得に訪ねる場所

が稲田本では北堀江一丁目田嶋屋伝兵衛であるのに東北大本では立売堀丸亀屋

又右衛門同籐右衛門かたとなる。遍路の旅に関係する地名と人名が入れ替えら

れている。出版地に近い大坂の人名であるためにその時点で最も正しい情報に

変更する必要があったと考えられる。またこのことは両者の出版時の新旧の判

定につながる問題と考えている。
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１０では船賃が白銀弐匁と銀弐匁と違っている。白銀の方が高価であるらし

いが，その当時の価値の違いはよくわからない。

� ご詠歌

現代の私たち遍路が寺院でのお祈りは，般若心経を口で唱えて行う納経が多

いが，眞念が「四国遍路道指南」で勧めているのは，光明真言，大師の宝号に

て回向したのち，寺のご詠歌を３回唱えることである。ご詠歌を強く推奨して

いるのは眞念の大きな特徴である。表１のうち，ご詠歌に関してひらがなや漢

字などの文字の表記法も含めて赤木文庫本と稲田本の間ではご詠歌に相違点が

多い。

１７，２７，３６，５７，７４，７８，９１，９８，１００，１０８，１２５，１２６，の１２ヶ所に違い

が見られる。ご詠歌の大意が変えられたわけではないが，この違いには歌を推

敲する過程にあるような言葉遣いの逡巡を感じる。この本の執筆に関わった眞

念，洪沢の誰かがこのご詠歌を推敲している過程を想像する。このことを翻っ

て考えればご詠歌は眞念以前の巡礼者の記録には出てこないように観察してい

る。さらに想像をたくましくすると，この本の制作過程において，ご詠歌が整

備された（もしくは作られた）のではないかとも考えられるが，このことにつ

いては推測の域を出ない。そして自分が作ったのであれば他に気兼ねなくここ

まで大きく変更ができるような気がするとも考える。

� 遍路に宿かす人

貞享四年以前に遍路を行った澄禅の「四国遍路日記」には，「後生願いのた

めに宿かす」という記述で遍路に宿を貸す人が登場するが，「四国遍路道指南」

では「遍路をいたわり宿かす」という表現に変わる。自分の死後の安泰を願っ

て遍路に宿を貸すという気持ちが，遍路のために援助をしたいという，現代の

「お接待」の気持ちに近づいているようにも考えられる。表１の７の記述には，

後に言われる「接待」として遍路に宿を貸す精神と共通する気持ちがある。眞

念が「こころざしの」人に，遍路に宿を貸すようにすすめたことは稲田本にお
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いて初出であると思われる。想像をたくましくすれば，四国遍路の特徴の一つ

であるお接待の精神は眞念のこの記述が始まりの一つのようにも考えられる。

この時代に庶民の遍路が盛んになり，宿のないところに泊まることが必要な事

態が生じたと考える。この動きに眞念は遍路の宿の手配に大いに心を配ったと

思われる。

赤木文庫本に比べて稲田本の方が，宿を貸す人名が増えている。６６，８３，

９３，９４，９５，９７，１０５，１０９，１１４，１１９，１２０，の記述において，具体的な人名

が書き加えられている。赤木文庫本出版の後に稲田本までの間に眞念が四国に

おいて遍路に宿を貸す人を新たに開拓して書き加えたのではないかと考えてい

る。これも四国遍路に出かける人が庶民の間に広まっていき，彼らの宿泊する

宿が解決すべき大きな問題となっていたのではなかろうか。

６７番に邊路屋有という記述が現れる。眞念は赤木文庫本の出版の折から，

阿弥陀堂，観音堂，地蔵堂などのある場所を丁寧に記述している。稲田本に

なって堂の名前が増えるところはあまりないが，新しい邊路屋という記述は遍

路が宿泊できる場所が新設されたことを想像させる。この久万町の邊路屋が現

在どうなっているのであろうかという点には興味をひかれる。

� 地名の相違について

地名の表記の違いは随所にある。表１の４７は清瀧寺の場所の記述であるが，

赤木文庫本が幡多郡，稲田本が高岡郡であるが，高岡郡が正しい。１２２は屋島

寺の在所であるが，稲田本では山田郡が八幡郡となり誤っている。また１２３は

八栗寺までの道順の記述であるが，稲田本では八栗寺が薬師寺になっている。

歩いている遍路にとっては道を誤る基本的な地名の間違いである。新しく出版

されたから，全て正しくなっているとは言えないようである。これらの点は江

戸時代の本を新しく改版する過程で生じる問題と連動しているようである。

７ お わ り に

２冊の本を比べて，近藤喜博氏のいわれるように８行本（稲田本）は６行本
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（赤木文庫本）の省略本という表現は当たらないと考える。６行を８行に変え

ることにより，本の厚さは薄くて持ち運び易くなり，書かれている内容におい

ては巡礼に必要な知識は省略されず，より実践的なガイドブックを目指した出

版物に，作り替えたいという意思の働いた本ではないかと考えている。遍路の

雰囲気を伝える挿絵とか，例えば壇ノ浦の佐藤次信の墓の説明など巡礼の途中

で見聞する歴史情報などが省かれた。一方，四国遍路に宿を貸してくれる人の

名の数は増やされた。また月山神社への行き方は詳しく丁寧になった，などの

変更点をあげることができる。より実際の四国遍路の巡礼に必要な知識を掲載

するよう改訂がなされている。この８行本「四国�禮道指南」の作成には「四

国邊路道指南」を作成した眞念と洪卓の意識，更に学問僧寂本の考えが及んで

いるように考える。筆者は８行本「四国�禮道指南」の成立には，遍路の巡礼

のために更にいいものにしたい，また仏教の思想に従いたいという，眞念たち

の配慮が働いているように想像している。「四国邊路道指南」の著者眞念がこ

の２冊の出版に関わり原稿の作成に関わっていると想定している。この２冊の

記述のゆれは最初期に四国遍路を確立しようとした人の心のゆれを示している

ように考えている。この後「四国�禮道指南増補大成」という形でガイドブッ

クの出版が繰り返される。最初の刊記のある「増補大成」が出版されるのが，

明和四年（１７６７）年であるから，貞享四年から８０年余経過している。元禄二

年の時代に，すでに眞念は２０数回四国遍路をしていると書いているので，明

和四年版は別の人の編集による出版と考えている。この２冊の本の記述のゆれ

が眞念たちの時代の四国遍路の直面する解決すべき問題の一端を示していると

考える。

筆者は古文書読解に関して初学者であるため，読み間違いがあることを恐れ

ながら本論文を書いております。この論文を書くことに適切なアドバイスをい

ただきました渡邊達夫さんにお礼を申し上げます。また早稲田大学本を紹介し

ていただいた香川大学大学院生冨田博子さんにもお礼を申し上げます。この論

文の骨子は平成２３年度山岳修験学会学術大会で発表いたしました。

２３
最初期の四国遍路のガイドブック

「四国邊路道指南」と「四国�禮道指南」の相違について －23－
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